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「支援・相談員」の現場から〈その２〉 
 

Ｃさん 
中国・四国 地方都市 所属：県（2008 年度～） 

３市１町９世帯を担当 教育委員会の「学校生活支援員」を兼務 

 

１．日頃の活動： 

平日は教育委員会関係の仕事で、中国から帰

ってきた子どもの生活支援・通訳として小学校

に勤め、土日祝祭日に帰国者本人・関係機関か

らの依頼で支援・相談員としての業務をおこな

っています。緊急時には、即現場にかけつけて

います。主に、男性の単身者を担当しています。 

２．帰国者の最近の様子と相談内容： 

支援給付が始まって以後、帰国後生活保護を

受けないで就職して頑張った方々も「生活が安

定した。日本に帰ってよかった」「帰るべき所に

帰った」との声が聞かれるようになりました。

しかし、日本語の習得が困難な方、日本の生活

にどうしてもなじめない方は、今も多くの複雑

な悩みを抱え、生活をしておられます。 

最近あったことですが、「携帯電話が故障して

３年間使っていないのに基本料金を預金から引

かれた」と訴えた人や、市内（路面）電車に乗

り、料金を支払うように言われ「自分は中国か

ら帰国した老大爺だ。けしからん」と訴えた人

がいました。 

これらは極端な例ですが、最近私が感じるの

は、若い時期には日本の文化習慣に合わせなが

ら生活してきた人も高齢になり、中国で長い間

に身につけた考え方や生活のあり方が表面に出

てきているのではないかと思うことがあります。

特に一人住まいの男性はこの点、深刻です。 

この他、最近よくある一世からの相談は、自

分亡き後の二世・三世の生活のことです。「息子

が 40 歳過ぎても結婚しない」「仕事はまじめに

しているが、会社が不況で倒産しそうだ」「息子

が働かない。日本語を勉強しない。生活保護を

受けているが、日本も景気がよくない。将来ど

うなるか心配」の声を耳にします。私の家にも

よく話しに来ますので共に食事をしながら、共 

 

に考えるようにしています。 

３．今後の問題と相談員としての悩み： 

帰国者一世の中には、帰国後配偶者を亡くし

たり、離婚したり、共に帰国した子供たちも結

婚して遠くの地へ行き、別居している方もおら

れます。まさに現代日本のうつし絵の状況です。 

“孤独”の声は多くの男性の方々から聞かれ

ます。「二世・三世との同居ができないか」と私

も周りの方々からよく言われますが、男性の場

合はいろいろと問題があり、同居が難しいのが

現状です。また、一人住まいの男性帰国者から

「茶飲み友達を紹介してほしい」との相談をよ

く受けますが、これも難しい問題です。それか

ら、一世の介護・入院への対応は“待ったなし”

ですので、私たち支援・相談員としても迅速な

対応を心がけたいと思います。 

もう一つは、自費帰国者・呼び寄せ家族への

対応です。自費帰国者は生活意欲旺盛で帰国後

すぐ就職し、安定した生活を送っていましたが、

最近は、定年・企業のリストラにより失業し生

活保護に移行しております。共働き夫婦も一方

が失業するとたちまち家庭が困窮し、夫婦間が

ぎくしゃくしているとの相談もよく受けており

ます。自費帰国者への支援体制の拡大はとても

大切なことと考えています。 

最後に、帰国者の中には、いろいろとたくさ

んの仲よしグループができています。これはと

てもいいことですが、中国にいた頃の生活環境

の違いイコール付き合える相手、付き合えない

相手となることは寂しいことです。共に中国で

苦労した仲間です。「みなさん、仲よくいたしま

しょう！」私たち支援・相談員からのお願いで

す。 
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所沢センターより 

支援・相談員の派遣のされ方もいろいろです

ね。やはり、個人の家を訪問するわけですから、

相談員と帰国者のマッチングは自治体も苦労さ

れるところでしょう。今回の相談員の方は、男

性帰国者、特に一人住まいの高齢者を担当され

ることが多いとのこと。その高齢帰国者に関し

て興味深い指摘があります。第二言語学習者が、

高齢になると第一言語（母語）に戻っていくと

いう話はよく言われるところですが、生活様式

も考え方も戻っていくという点です。逆に言え

ば、帰国者の方々は、それまでの日本生活で入

郷随俗を胸に、日本の生活習慣に我慢しながら

合わせて生きていたとも言えますね。もちろん、

帰国者の方々は中国での生活様式も様々です。

今回ご報告いただいた事例は、たまたま対応さ

れたその中のごく一部の例だと思います。しか

し、一人住まいとなった男性帰国者の方々は日

本語の問題やプライドの問題等で周囲と関係を

持っていくことは難しい場合もあるでしょう。

特に、間に入る二・三世も近くにいないとする

と、そのような帰国者を一人にしない方策を考

える必要があります。 

また、相談員は、予測もしない事態への対応

や異文化間の調整という難しい役割を担わざる

を得ないこともよくわかりました。 

 

 

 

来自“支援·商谈员”最前线的报告〈之二〉 

C 先生 
中国·四国 地方城市 所属：县（2008 年度～）  

负责三市一町九家人的商谈工作兼任教育委员会“学校生活支援员” 

 

１．平常的活动情况： 

    平时从事的是与教育委员会相关的工作。作

为一名生活支援·翻译，在小学为从中国回来的

孩子们工作。同时接受归国者本人或有关机构的

委托，在周末及节假日从事支援·商谈员的工作，

并在发生紧急情况时立刻赶往现场。主要负责单

身男性的商谈工作。 

２．归国者的近况及商谈内容： 

  自从支援支给制度实施以后，一些归国后不

申请生活保护，而是找工作自食其力的人，发出

了这样的心声：“生活安定了，回到日本真好。”

“终于回到了本该回来的地方。”但是，那些在日

语学习上存在困难，以及怎么都无法适应日本生

活的人，仍然生活在众多的烦恼当中。 

  最近有人向我们提出这样的声诉：“手机出了

故障，三年都没有使用，可是基本花费却被电信

公司从账上划走了”；“坐有轨电车的时候，要让

我付费，我说了‘我是从中国回来的老大爷，真

是岂有此理！’” 

  尽管这些都属于比较极端的例子，但近来我

感到那些年轻时按照日本的文化习惯生活过来的

人已经步入老龄，此时，长期以来在中国养成的

思维及生活方式开始流露到表面上来了。特别是

那些一个人生活的男性，这个问题特别严重。 

  此外，最近归国者第一代常与我商谈这样的

问题：担心自己死后第二代·第三代的生活。“儿

子已经年过四十，可还是不结婚。”“孩子工作很

努力，可公司业绩不好，看似要倒闭。”“儿子不

工作，不学习日语，尽管吃着生活保护，可日本

的经济也很不景气，儿子将来会怎么样很是令人

担心。”他们也常来我家与我商谈，所以我们往往

边吃饭边一同考虑这些问题。 

３．今后的问题及作为一名商谈员所有的烦恼： 

   在归国者第一代人当中，有的归国后配偶死

去了；有的离了婚；也有的因一起回国的孩子结

了婚而住到远处，所以与其分居两地。这些情景

就好像现代日本社会的一幅临摹图。 

  “孤独”这一心声往往来自男性。我常常听到

周围的人这样问我，“不能跟第二代·第三代住在

一起吗？”只是，当事者是男性的话，问题会比

较多，事实上与子女同居存在着一些困难。此外，

一个人独居的男性与我商量“希望给我介绍一个

能一起喝茶的朋友”，其实这也是一个比较难解决

的问题。此外，归国者第一代的家庭护理·住院

等问题不容迟缓，因此，作为支援·商谈员，我

们时刻不忘要采取及时、迅速的措施。 

  还有一个，就是如何应对归国者将家人自费

办到日本生活这一问题。自费归国者的生活意欲
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大都十分旺盛，所以往往一回到日本便投身到工

作当中去，过着相对安定的生活。然而，最近由

于退休·企业裁员等原因，一些人因为失业而转

向申请生活保护。即便是夫妇都工作的家庭，也

会因为其中一方失业而使家境转瞬贫寒，夫妻间

的关系也会变得十分紧张。最近就有很多商谈是

关于这一方面的。我感到对自费归国者的支援体

制进行扩大，亦是十分重要的。 

    最近，在归国者中间出现了很多不同的朋友

圈子，这很令人欣慰。然而，因为在中国的生活

环境不同而形成了与某人交往、不与某人交往的

情况，这又使我感到十分遗憾。大家都是在中国

经历了风霜的人，所以，“敬请大家好好相处！”

这是我们支援·商谈员的请求。 

 

来自所泽中心的三言两语 
   支援·商谈员的派遣有着各种各样的方式，

毕竟需要上门走访，因此，相信各地方政府在商

谈员与归国者之间是否存在默契这一点上，也是

伤筋费神的。这次登载的商谈员所负责的大都是 

 

男性、尤其以单身独居的老年男性为多。她所指

出的某些老年归国者的问题令人深思。那就是，

我们常常听说学习第二语言的人到老年后，会回

到第一语言（母语）中去。而其生活及思维方式，

也会随之回到从前。反过来说，也就是迄今为止

众多的归国者是抱着入乡随俗的信念、强迫自己

接受日本的生活方式，附和着对方生活过来的。

当然，归国者在中国的生活方式也是各不相同的。

此次向大家报告的事例，想必只是商谈员偶尔碰

到的众多事例中的一部分而已。但是，一个人独

居的男性归国者，存在着日语及自尊心的问题，

因此，要让他们融入到周围环境中去，有时的确

会有困难。特别是那些身边没有可以插进来说话

的第二代、第三代人的老年独居男性，有必要制

定一套不让其独处的对策。 

    此外，我们也深深了解到商谈员担任着很不

容易的角色。他们不得不面对很多预想不到的事

情；不得不协调异文化间的摩擦及冲突。 

 

 

 
 

 

Ｄさん（帰国者 2 世） 

 

１．日頃の活動： 

平成 20 年４月から支援・相談員を担当してい

るが、新支援策が施行される前から自立指導員

として帰国者の支援に当たってきた。 

新支援策によって年金問題は改善を見た。里

帰りや墓参りなどにも自由に行けるようになっ

たことも大きい。以前、生保受給時に感じてい

たストレスも軽減されたが、福祉事務所の訪問

時にはまだ不安を感じる人もいるようである。 

今多いのは通院時の通訳、介護保険について

の質問や申し込み時の手助けだが、一世世代は

日本語での会話がもともと難しかったことに加

え、歳とともに更に日本語の力が衰えてきてい

るため、やはり生活のあらゆる場面で助けが必

要となっている。この他に、この１年の範囲で

は、亡くなった帰国者のお墓をどうすればいい

のかという相談や残された配偶者の支援につい

て、問い合わせがあった。 

２．問題と感じること： 

一世世帯は新支援策のおかげで昔に比べれば

生活のストレスは軽減されたが、一世の多くが

心配しているのは自分たちよりも二世世帯のこ

とである。二世は今や帰国者大家族の大黒柱と

して、後から帰国した呼び寄せ家族の仕事探し

や日本語学習を助けている。そのような苦労の

中で、呼び寄せ家族はどうして援護策を受けら

れないのかと感じることも多い。同伴できるの

は１家族だけだが、呼び寄せ家族の方がずっと

数は多い。しかし、来日時に集中的な日本語教

育や日本での生活についての説明等も受けられ

ないため、特に１、２年目は、子どもの学校、

予防接種、年金加入の手続き、自動車免許の書

き換え等々、生活のあらゆる面で支援を要する

ことが多い。運転免許は日本で生活する上で非

常に大事なものである。中国から持参してきた

自動車免許証を、来日早々、切り替えるための
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手続きにかかりたいという心情は理解できる。

しかし、こうした手続きはとてもではないが手

助けなしにできるものではない。その後も、例

えば、法務局での帰化・国籍取得の手続きは、

煩雑すぎ日本語ができない人には非常に難しい

ものである。ヘルパー資格取得の勉強がしたい、

ハローワーク主催の講座や民間業者が主催の就

労のための講座を受けたい、こうしたこと一つ

とっても、最初の段階で手助けしてやらないと

うまくいかないことがある。 

私の属する自治体の帰国者援護の担当部署で

は、呼び寄せ家族の支援に赴くことも認めてく

れている。しかし、自費帰国者は基本的には支

援の対象外であることに変わりはない。制度に

組み込まれていない支援は、今回は可能でも次

回は不可能ということにもなりかねない。幸い

地域支援プログラムによる日本語教室は、呼び

寄せの人も参加できるのでそれはありがたいこ

とだが…。 

他の地域では、呼び寄せ家族の支援はどのよ

うに考えられているのだろうか。実際に支援を

必要としている帰国者は、行政以外に頼れる人

がいないのが現実である。意欲的に日本での生

活に取り組もうとする人に支援してあげようと

私たちは思っている。しかし、それが自費帰国

者ということで、支援通訳の派遣ができないと

行政が判断した場合、立場上どうすることもで

きない。一世の安心は、二世世帯の自立と経済

的な安定があってこそである。自費帰国者への

支援体制の拡大が、現在一番問題となっている

ことではないかと考える。 

また、一世の介護については、書類やパンフ

レットでの説明では理解してもらいにくいので、

制度の説明だけでなくデイケアセンターなどの

介護施設を実際に見てもらうことはできないだ

ろうか。また介護を受けるとき、日本語力が限

られていることから、サービスを受けられたと

してもそれ自体がストレスになってしまう。言

葉の壁のために介護サービスは受けたくないと

いう一世世代は、二世たちが代わりに介護する

しかないが、忙しい二世が仕事等の事情で介護

できなくなったときにはどうするのだろうか。

日本語ができないために在宅介護も施設入所も

希望しない一世世代、彼らをどう支援するかも、

大きな問題である。 

３．二世相談員として 

一世は皆高齢である。彼らが助けを必要とす

るときには駆けつけて支援にあたろうと考えて

いる。今まで本当に苦労続きだった彼らには、

せっかく帰ってくることができた祖国で、幸せ

な老後を送ってほしいと切に願っている。 
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☆厚生労働省から 

平成 24 年度中国残留邦人等支援関係予算の概要 
 

【23 年度予算額】     【24 年度予算額】 

11,038 百万円  →  10,924 百万円 

 

「中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永

住帰国後の自立の支援に関する法律」に基づく

満額の老齢基礎年金等の支給、老齢基礎年金等

を補完する支援給付の実施など、中国残留邦人

等への支援策を着実に実施する。 

 

１.中国残留邦人等に対する生活支援 

10,000 百万円 → 9,978 百万円 

 

（１）満額の老齢基礎年金等の支給 

312 百万円 → 327 百万円 

満額の老齢基礎年金等の支給に必要な

保険料納付のための一時金を支給する。 

（２）中国残留邦人等に対する支援給付の実施 

9,688 百万円 → 9,650 百万円 

支援給付を実施するとともに、その実施

機関に支援・相談員を配置する。 

（３）地域生活支援事業の実施 

(20,000 百万円の内数 → 23,724 百万円

の内数)自治体を実施主体として自立支

援通訳の派遣や日本語学習の支援、交流

事業等を行う。 

 

２.定着自立援護 

462 百万円 →  429 百万円 

中国帰国者自立研修センター及び中国帰国

者支援・交流センター運営事業を実施する。 

 

３.帰国受入援護 

534 百万円 →  481 百万円 

中国帰国者定着促進センター運営事業を実

施するとともに、永住帰国旅費等を支給す

る。 

 

４.身元調査等 

42 百万円 →   36 百万円 

中国残留孤児の身元調査のため、訪中調査

等を実施する。 

 

※上記の他、職業安定局及び職業能力開発局に

おいて永住帰国した中国残留邦人等の二世・三

世に対する就労支援を実施 

52 百万円 → 33 百万円 

ハローワークにおけるきめ細かな職業相談や試

行雇用の実施等の就労支援を促進する。 

 

※百万円単位で四捨五入しているため、各欄の増

減が一致しない場合がある。 

 

 

 

 

  

行政・施策 

 
 

お知らせ 

《永住帰国した中国残留邦人、樺太残留邦人のみなさまへ》 

満額の老齢基礎年金受給申請の締め切りは平成 24（2012）年 12月 31 日です。詳し

くは当センターホームページの新着情報コーナーをご覧ください。 

http://www.kikokusha-center.or.jp/ 日本語版、中国語版あり。 

ロシア語版は 5月に掲載予定。 
 
■問合せ先 

厚生労働省社会・援護局援護企画課中国孤児等対策室 自立援護係 

電話 03-5253-1111（内線 3468） 03-3595-2456（直通） 
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日中対訳育児用語集：『子育ての日本語』、『子育ての日本語Ⅱ（健診）』 
 

『子育ての日本語・育儿日语』 2010 年３月発行 Ａ５判 71 ページ 頒価 700 円 

『子育ての日本語Ⅱ（健診）・育儿日语Ⅱ(体检)』2011 年３月発行 Ａ５判 54 ページ 頒価 700 円 

にほんごサポートひまわり会 編 

 

「子どもがいると、保育所や病院、日本のお

母さんとのつきあい、子どもへの話しかけなど、

いろいろな場面で日本語が必要です。中には辞

書に載っていない言葉もあって、たいへんです。」

「乳幼児健診の時の特有な言葉がわかりにくい」

といった外国から来たお母さんたちの声に応え

て、にほんごサポートひまわり会から『子育て

の日本語』『子育ての日本語Ⅱ（健診）』が発行

されました。 

『子育ての日本語』は、子育てでよく使う言

葉を集め、日本語と中国語の対訳にしたもので、

あいさつ、家族、食事、服装、日常生活、遊び、

友だち、感情・性格、励ます・ほめる、赤ちゃ

ん、保育所・幼稚園、病気、薬と注射、けが、

安全、交通、街で、祝日と年中行事など様々な

場面ごとに簡単な発話例や語彙集にまとめられ

ています。また、巻末には付録として年月日・

曜日・期間、時間・時刻、主な量詞・単位、親

族呼称、アルファベットなどの言い方も紹介さ

れています。 

『子育ての日本語Ⅱ（健診）』は、乳幼児健診

の際によく使われる言葉や問診票に出てくる言

葉などを集めて、日中対訳にしたものです。基

本的な用語、妊娠中のこと、出産時のこと、お

母さん・養育者、新生児、栄養・便、病気・け

が、成長・発達、目・耳・歯、予防接種などの

項目について簡単な発話例や語彙集にまとめら

れています。 

なお、同会では外国にルーツを持つ子どもた

ちに大人はどう関わっていけばいいのか、その

事例をまとめた『外国から来た子どもを地域で

支える(全五集)』も出しています。（本紙 NL38

号で紹介） 

 

■購入等連絡先 

にほんごサポートひまわり会  斎藤裕子 

電話：090-6676-5839   

e-mail：himawarij1511@gmail.com 

http://www.himawarikai200311.org/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『 平成 22 年度地域生活支援推進事業 中国帰国者等生活ニーズ調査報告書 』 

発行：社会福祉法人 北海道社会福祉協議会、北海道中国帰国者支援・交流センター 平成 23 年３月 

 

 この報告書は、帰国者の老後の安心を支える

地域生活支援推進事業の具体的な計画策定を目

的として実施され、道内の中国／サハリン帰国

者一世本人を対象に、調査員※が家庭を訪問して

面接調査した結果をまとめたものである。北海

道全域の帰国者を対象とする調査は初めてのも

のであり、この調査を通して帰国者の「高齢化・

虚弱化・介護」の問題が如実に浮かび上がって

きていると本書は述べている。 

内容は、調査の概要と結果、「うつ病スクリー

ニング尺度」との関連要因についての分析、生

活ニーズをめぐっての調査員による座談会の記

録、帰国者の生活事例報告、この調査に基づい

て企画された地域生活支援推進事業「介護保険

とん・とんインフォメーション 

 

教材・教育資料 
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制度理解のための見学会」の報告等からなって

いるが、本稿では、特に、調査結果からうかが

うことができる帰国者一世の高齢化の状況や実

態、本人達の思い等に焦点を絞り、その一部を

要約して紹介したいと思う。 

[回答数：中国帰国者 99 名・サハリン帰国者 56 名 

     平均年齢：71.1 歳] 

●健康状態：「あまり健康ではない／健康ではな

い」が 60％と、内閣府の 65 歳以上日本人の調

査結果(2002 年)26.5%というデータと比べ、高

い数字が出ている。(単純に比較はできないが、

帰国者の生活歴・生活環境からやはり疾病をか

かえる者が多いと想像される)また、中国帰国者

は40.4%が病院受診時に通訳が必要としている。

介護については、「〈介護保険制度〉を知らない」

が 31％いるが、「すでに介護施設に入所してい

る」等が 16 人、「何らかの介護を受けている」

は全体の 11.0％おり、介護サービス対象者は確

実に増加している。将来の介護に不安を持ち、

特に施設入所の場合、コミュニケーションや文

化の違いに不安があるとの声が多く聞かれた。 

●メンタルヘルス：帰国者は特異な人生を送っ

てきた人々である。過去の悲惨な経験、加えて

の異文化適応という課題から、様々なストレス

を抱え、引きこもり、鬱的な傾向が見られる例

もある。調査項目に「鬱病スクリーニング尺度」

の〈２質問法〉を用いた設問を加えた結果では、

約２割が「鬱状態」にあると判定されている。

また、この設問とその他の設問項目との関連を

見た結果からは、日本語の力、それも会話力と

鬱状態に関係があること、会話力の向上は予防

効果が大きいこと、付き合いがよく、日本文化

に親しみを感じていると鬱的な症状は軽くなる

こと、鬱的な傾向に陥りやすい帰国者にとって

は、趣味・娯楽の活動が有効であり、生活の満

足度をいかに上げるかが重要であること等が指

摘されている。 

●心配なこと：中露を問わず、①健康と今後の

生活、②二・三世の生活や将来、③配偶者の老

後、が挙げられている。 

②について：二・三世は、圧倒的に自費帰国者

が多く、国の日本語学習・就労支援は受けられ

ない。二世の年齢は 30代～50 代、中には 60 歳

を超える二世もいる。一世は、新たな支援策※※

により経済的に一定の安心が得られているが、

二世はこれまでも、自身の就労、子どもの教育

問題等苦労を重ねてきており、昨今の不況下、

不安定な就労状況、高年齢の二世の場合は自ら

の老後の問題が不安の原因となっている。一世

の心配はこうした二世の状況についてのもので

ある。 

③について：配偶者の支援給付に係わる問題を

指している。一世本人の死後、国民年金の満額

支給が停止され支援給付のみの支給となったと

きのことが生活不安となっており、これは全国

の帰国者から制度の問題として改善要望が出さ

れているものである。 

こうした調査結果とともに掲載されている、

６人の帰国者の生活事例報告も貴重なものであ

る。高齢化の進む帰国者一世の状況を知り、今

後の支援の方向を探るための資料として一読を

お勧めしたい。 

この報告書は、北海道中国帰国者支援・交流

センターHP からダウンロード可能 

→ http://www.hokkaido-sien-center.jp/   

※ 調査員：支援・交流センター職員、支援・相

談員、身元引受人、自立指導員 

※※「新たな支援策」：2008 年 4月より施行さ

れた、老齢基礎年金の満額支給、それを補完

する生活支援給付等、帰国者(孤児／婦人等)

の老後の生活安定のための支援策。身近な地

域での日本語教育支援事業や自立支援通訳等

の派遣など、地域社会における帰国者本人と

その家族のための生活支援も含まれている。 

  

とん・とんインフォメーション 
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『外国人のための 改定入管法 Q&A』 

中長期在留者向け／非正規滞在者向け／特別永住者向け 

○B5判カラー、中長期滞在者向けは 16頁、他は 12 頁、2011.6.15 発行 

○編集・発行…｢移住労働者と連帯する全国ネットワーク・入管法対策会議｣、

｢在留カードに異議あり！NGO 実行委員会｣ 

○多言語版発行…｢外登法問題と取り組む全国キリスト教連絡協議会 ｣ 

○メール：aacp@repacp.org、URL:http://www.repacp.org/aacp/ 

 

2009 年７月、｢新たな在留管理制度｣と｢外国人

住民票制度｣に移行する入管法・入管特例法・住民

基本台帳法の改定案が、国会で成立しました。新

制度は 2012 年７月から実施されます。 

新制度は、1947 年に始まった外国人登録制度を廃

止し、在日外国人を｢特別永住者｣｢中長期在留者｣

｢非正規滞在者｣という３カテゴリーに分けて管理

するものです。例えば、特別永住者には市区町村

から｢特別永住者証明書｣が、日本人の配偶者など

の正規滞在者には地方入国管理局から｢中長期在

留者｣としての｢在留カード｣が交付されます(帰国

者の場合、一世配偶者や二世配偶者がこのカテゴ

リーに含まれます)。 

これらの新証明書はどのようなものなのか、権

利や制限については何が今までと異なるのか、当

事者への周知が遅れている中、編著者が、｢改定｣

入管法及び住民基本台帳法の条文に即して、法務

省と総務省のウェブサイトや、法案作成者たちに

よる解説書などを参照しながら、改定法が適用さ

れる外国人の視点から構成したのが本パンフレッ

トです。｢外国人登録証明書がなくなるの？／外国

人住民票って？／罰則制度は緩和されたの？／再

入国許可がいらなくなったの？｣などの質問に答

える形でわかりやすく書かれています。 

日本語版 Q&A は、3種セット販売が基本となり、

1セット 3冊で 300 円(送料込)、種類別のばら売

り(1冊あたり 100 円・送料込み)は、30冊から受

け付けるとのこと。 

購入希望の向きは

http://www.repacp.org/aacp/ (入管法対策会議 

+ 在留カードに異議あり! NGO実行委員会 + aacp)

内の用紙にセット数/冊数・送り先等を記入して、

Fax で申し込み用紙記載の番号まで。代金は、送

られてきたパンフ同封の郵便振替用紙で。10 セッ

トまたは 30 冊以上は、10～50％の割引あり。詳し

くは同サイトで。 

英語版・ポルトガル語版・スペイン語版、中国

語版・ハングル版・タガログ語版・タイ語版の『｢中

長期在留者｣向け・｢非正規滞在者・難民申請者｣

向け Q&A』も順次発行の予定とのこと。これらは

ウェブ上では既に公開されており、PDF でダウン

ロードできます。2011 年 12 月 21 日現在、上記言

語に加えてビルマ語版もアップされています。 

ちなみに、入国管理局も

http://www.immi-moj.go.jp/newimmiact_1/index

.html にて、簡単な説明を日･英･中･韓･スペイン･

ポルトガル語で公開していますが、詳しい｢Q＆A

在留管理制度 よくある質問｣は日本語版しかあり

ません。

(http://www.immi-moj.go.jp/newimmiact_1/q-an

d-a.html)  

なお補足情報ですが、在留カードは 2012 年 1 月

から入管窓口で受け付けを開始し、7月の施行以

降に発行されます。しかし、1月に大勢が殺到す

ると入管の業務もパンクしてしまうことと、7月

前に申し込むと、申し込み時と取りに行く時とで

二度手間になってしまうことから、外国人登録証

や在留資格の期限が７月前に切れる人以外は、こ

の間 3年間は現行の外国人登録証を｢みなし在留

カード｣とする経過規定が設けられているので、7

月以降にゆっくり手続きをしても間に合います。 

 

とん・とんインフォメーション 
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ニュース記事から 2011.6.2～2012.2.29 
 

2011/06/09 高齢化する永住帰国した残留邦人、道内初の生活実態調査 北海道中国帰国

者支援・交流センター／札幌 

2011/06/15 中国残留孤児未認定（物的証拠や証言者が乏しく認定されない）の徐士蘭さ

ん、ボランティアの助けを得て一時帰国 

2011/06/18 中国帰国者の生活安定を求め「中国帰国者の尊厳を回復する岡山の会」発足

／岡山 

2011/08/07 旧満蒙開拓の慰霊碑撤去 建立から 10 日余り／中国・方正県 

2011/08/08 日本語指導必要な外国人児童生徒は２万 8511 人／文部科学省調査 

2011/10/12 中国残留孤児、新たに１人認定 杜春泉さん 

2011/11/03 浜口タカシさん、中国残留日本人孤児の訪日調査記録写真等を援護基金に寄

贈／横浜 

2011/11/06 5 日、「中国残留邦人等への理解を深めるシンポジウム」開催／厚労省、広島 

2011/11/09 8 日、「外国人集住都市会議」開催。外国人に対する施策の推進を求める／飯

田市 

2011/11/29 中国残留孤児、杜春泉さんが一時帰国。肉親捜しの訪日調査は２年ぶり 

2011/12/21 中国帰国者の墓碑完成 18 日開眼式／仙台 

2012/01/06 5 日、元中国残留孤児問題全国協議会会長の庵谷磐氏死去／東京 
※庵谷磐さんの人物紹介コラムが下にあります。 
2012/02/02 満蒙開拓平和祈念館事業準備会主催、満蒙開拓団の歴史を語り継ぐ連続講座

開始／飯田市 

2012/02/23 在日高齢者に安心の場 NPO 法人がグループホーム７月開設／神戸・長田 
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人物紹介コラム 

「元中国残留孤児問題全国協議会会長 庵谷磐（いおりや いわお）さん」 

中国残留孤児、残留婦人を長年支援し、国の責任を問い続けた。 

1917 年旧満州・瀋陽の生まれ。東大卒業後、満鉄撫順炭鉱に勤務。1945 年 8 月ソ連

軍の侵攻から逃げてきた避難民を同炭鉱が受け入れた経緯がある。1976 年から支援活

動に関わり、理論派として知られる。膨大な資料を収集し、その一部は当センターＨＰ

に「いおりやノート」※として掲載されている。晩年は満鉄会の専務理事も務め、2007

年には 640 ページにも及ぶ『満鉄 40 年史』を出した。 

2012 年１月５日逝去。享年 94 歳。（朝日新聞 2012 年２月 18 日夕刊より） 

※「いおりやノート」を見るには、 

中国帰国者定着促進センターＨＰトップ コンテンツガイド→ 教材・論文→ 孤児関連文

献等と入ってください。訪日調査、国籍・戸籍問題、中国残留邦人問題史、二世問題等の

テーマ別に、新聞記事の見出しと掲載年月日、法令の廃止・成立などの記録、年表、参考

文献などが、掲載されています。 



 

多言語による高校進学進路ガイドブック 

全国各地で高校進学ガイダンスは例年、６月ごろから始まります。本年度も当サイト

http://www.kikokusha-center.or.jp/の〈支援情報〉コーナー「進学・進路情報」に随時、掲載します！ 

以下は現在、入手可能な多言語進路ガイドブックのリストです。 

詳細は「web 版同声同気 2012 年 2 月 24 日号」をご覧ください。

（http://www.kikokusha-center.or.jp/shien_joho/newnl/nlframe.htm） 

・宮城県 http://shinro-miyagi.jimdo.com/ 英・中・韓・タガログ・日 

・埼玉県 http://www.sia1.jp/guidance/guidance11.html 

英・スペイン・ポルトガル・中・タガログ・ベトナム・日 

・東京都 http://www.tokyoguidance.com/guidance.html 
中、韓・朝鮮、英、タガログ、スペイン、タイ 

・神奈川県 http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f6923/ 

英、中、スペイン、ポルトガル、韓・朝鮮、タガログ、タイ、カンボジア、ラオス、ベトナム 

・滋賀県 http://www.s-i-a.or.jp/gaikokuseki/mirai/index.htm 
日・英・ポルトガル・スペイン・中 

・静岡県 http://www.n-pocket.jp/ 日、ポルトガル、スペイン、英、タガログ、中 

 
 

「各地の中国帰国者のための墓地一覧」が中国帰国者支援交流センター（首都圏センター）の

サイトに掲載されました。http://www.sien-center.or.jp/  

トップ画面右→コンテンツ〈生活相談事業〉→相談実例→生活 

東京都あきる野市を除き、宮城県仙台市、群馬県前橋市、山梨県甲府市、長野県長野市・松本市・飯

田市、愛知県名古屋市、福岡県福岡市は墓地所在地の自治体居住者が対象です。 

詳細は上記のサイトで。 

 

 

 
 

★「遠隔学習課程（以下、遠隔課程）」で使用されている教材の一部が見られます！ 

音声も聞けます！ 
 遠隔課程で使用されている教材は、全部で 30種類以上あります。コースを選ぶにも内容がわから

ないと選びようがないなあ、と思っている方も多いかと思います。センターＨＰで教材の目次や内

容の一部が見られたり、ＣＤが付いている教材は音声も聞けます。是非一度アクセスしてみてくだ

さい。http://www.kikokusha-center.or.jp/ 教材は購入もできます。 

★遠隔課程の受講者を募集中です！ 
・「めざせレベルⅣ おしゃべり話題コース（ＣＤ付）」快調にスタート！ 

 「日本に来て大分長くなるけど、周囲の人とのおしゃべりには自信が 

持てない。」「挨拶はするけどその後の話が続かない…」という人に薦め 

たい、会話力アップのためのコースです。インターネットのスカイプで 

おしゃべり練習をするプログラムもあります。 

・「生活場面日本語 学校コース（ＣＤ付）」が改訂されました！ 

 語彙リストを充実させ、わかりにくい語彙にはイラスト、写真を付けま 

した。音声も付いているので、保育園や学校でもすぐ使えます。日本事情 

の情報量も増えました。 

◎遠隔課程、申し込みについての問い合わせ先 

電話：04-2993-1662（教務課）  

Ｅ-mail：kyohmu-2@kikokusha-center.or.jp  

遠隔学習インフォメーション 
 

とん・とんインフォメーション 
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今
号
で
は
遠
隔
学
習
課
程
「
自
己
表
現
作
文
（
２
）

「
日
本
の
生
活
」
Ａ
コ
ー
ス
」
を
受
講
さ
れ
た
中
国
帰

国
者
一
世
の
長
尾
ま
す
み
さ
ん
（
69
歳
）
の
作
文
を

ご
紹
介
し
ま
す
。 

「
50
歳
の
新
し
い
出
発
」 

長
尾
ま
す
み 

１
９
７
２
年
、
日
中
の
国
交
が
正
常
化
さ
れ
た
後
、

養
母
が
一
時
帰
国
す
る
残
留
婦
人
に
頼
ん
で
、
私
の
肉

親
を
探
し
ま
し
た
。
紆
余
曲
折
を
経
て
、
よ
う
や
く
肉

親
を
見
つ
け
ま
し
た
。
心
か
ら
養
母
に
感
謝
し
、
一
時

帰
国
し
て
、
祖
国
を
見
た
い
、
両
親
に
会
い
た
い
と
思

い
ま
し
た
。 

し
か
し
そ
の
時
、
中
国
で
は
文
化
大
革
命
が
ま
だ
終

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
日
本
へ
行
っ
た
ら
家
族
が

ま
た
文
革
の
影
響
に
よ
る
迫
害
を
受
け
る
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
不
安
な
気
持
ち
を
持
っ
て
一
時

帰
国
し
ま
し
た
。 

初
め
て
日
本
の
土
を
踏
ん
だ
と
き
、
ま
る
で
別
の
世

界
に
着
い
た
か
の
よ
う
で
し
た
。
耳
に
聞
こ
え
た
の
は

分
か
ら
な
い
日
本
語
で
、
目
を
引
い
た
の
は
、
人
々
の

身
な
り
で
し
た
。
奇
抜
な
服
装
を
し
て
、
様
々
な
ア
ク

セ
サ
リ
ー
を
つ
け
、
厚
化
粧
を
す
る
な
ど
、
そ
の
姿
を

見
て
、
本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。 

当
時
、
中
国
で
は
み
ん
な
大
抵
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
服

装
で
、
色
も
も
え
ぎ
色
、
グ
レ
ー
、
紺
な
ど
限
ら
れ
た

い
く
つ
か
の
色
だ
け
で
し
た
。
そ
し
て
ア
ク
セ
サ
リ
ー

を
つ
け
、
化
粧
す
る
の
は
演
劇
す
る
と
き
だ
け
で
し
た
。

誰
か
が
こ
の
規
則
に
違
反
し
た
ら
、
白
い
目
で
見
ら
れ
、

資
産
階
級
生
活
ス
タ
イ
ル
と
言
わ
れ
る
こ
と
さ
え
あ

り
ま
し
た
。 

日
本
の
実
家
で
半
年
ぐ
ら
い
暮
ら
し
た
時
、
見
る
も

の
、
聞
く
も
の
何
も
か
も
新
鮮
に
感
じ
ま
し
た
。
便
利

な
交
通
、
発
達
し
て
い
る
商
業
、
色
々
な
文
化
な
ど
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。 

日
本
に
い
る
間
、
両
親
と
兄
弟
が
親
切
に
し
て
く
れ

ま
し
た
。
終
戦
時
、
私
と
生
き
別
れ
た
こ
と
、
父
が
シ

ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
た
こ
と
で
、
母
が
一
時
失
明
し
た

こ
と
な
ど
の
話
を
聞
い
て
、
私
は
深
い
感
動
を
受
け
ま

し
た
。
親
子
の
情
愛
も
徐
々
に
甦
り
ま
し
た
。 

一
時
帰
国
後
、
日
本
語
が
分
か
ら
な
い
私
た
ち
は
日

本
で
仕
事
が
で
き
な
い
こ
と
を
心
配
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
、
私
を
育
て
て
く
れ
、
何
十
年
間
私
と
互
い
に
頼
り

あ
っ
て
生
き
て
き
た
養
母
と
離
れ
る
こ
と
が
ど
う
し

て
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
９
９
０
年
、
養
母
が
脳

梗
塞
で
突
然
亡
く
な
り
、
職
場
も
倒
産
寸
前
に
な
り
ま

し
た
。
私
は
大
き
な
精
神
の
支
柱
を
失
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
、
帰
国
の
決
心
を
し
ま
し
た
。 

帰
国
し
て
、
就
職
の
た
め
、
兵
庫
県
に
定
着
し
ま
し

た
。
家
は
職
場
ま
で
近
く
て
、
静
か
な
公
営
団
地
で
し

た
。
当
時
、
会
社
が
忙
し
か
っ
た
の
で
、
入
居
後
、
す

ぐ
出
勤
し
ま
し
た
。
会
社
の
主
な
製
品
は
皮
革
で
、
私

は
皮
の
塗
装
の
仕
事
、
夫
は
皮
を
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
柔
ら
か
く
す
る
仕
事
で
し
た
。
毎
日
緊
張
し
、
忙
し

く
、
そ
の
上
、
夏
の
職
場
は
と
て
も
暑
か
っ
た
で
す
が
、

就
職
す
る
前
に
苦
労
す
る
覚
悟
が
で
き
て
い
た
の
で
、

二
人
と
も
一
心
不
乱
に
働
き
ま
し
た
。 

会
社
の
中
に
は
、
日
本
人
だ
け
で
な
く
、
ベ
ト
ナ
ム
、

ラ
オ
ス
、
韓
国
人
も
い
ま
し
た
。
最
初
は
不
自
由
な
日

本
語
で
交
流
す
る
の
は
と
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
。
日

常
生
活
で
も
団
地
の
当
番
、
亡
く
な
っ
た
隣
人
の
通
夜

な
ど
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
、

仕
事
の
仲
間
、
隣
の
人
が
親
切
に
教
え
て
く
れ
、
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
私
は
困
難
を
乗
り
越
え
ま
し
た
。 

50

歳
か
ら
の
新
た
な
生
活
は
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
か
ら

出
発
し
て
、
た
い
へ
ん
で
し
た
が
、
新
し
い
環
境
で
自

立
す
る
た
め
、
14
年
間
仕
事
を
続
け
て
が
ん
ば
り
通

し
ま
し
た
。
帰
国
当
初
、
母
は
私
た
ち
の
日
本
で
の
生

活
能
力
を
心
配
し
ま
し
た
が
、
今
は
天
国
の
母
に
「
娘

は
も
う
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
」
と
告
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

  

事例紹介 
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●
張
雨
均
さ
ん(

ご
主
人)

の
切
り
絵 

 


